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木村　和由

令
和
元
年
分
確
定
申
告
期

は
、
申
告
所
得
税
（
及
び
復
興

特
別
所
得
税
）
、
贈
与
税
、
個

人
消
費
税
申
告
に
、
個
人
番
号

の
記
載
を
求
め
る
４
年
目
の
確

定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

加
え
て
、
消
費
税
の
税
率
が

１０
月
か
ら
３
段
階
で
の
区
分
課

税
と
な
り
、
納
税
者
対
応
に
ど

れ
だ
け
の
事
務
量
が
増
加
す
る

の
か
適
正
な
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

全
国
税
は
、
こ
れ
ま
で
確
定

申
告
期
に
「
一
人
の
死
亡
者
も

病
人
も
出
さ
せ
な
い
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
職
員
の
健
康
を
第

一
に
し
た
事
務
運
営
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

当
局
に
は
、
令
和
元
年
分
確

定
申
告
期
を
「
地
獄
の
確
申

期
」
と
し
な
い
た
め
に
、
従
事

人
員
の
大
幅
な
増
員
に
よ
る
負

担
軽
減
で
、
職
員
が
ゆ
と
り
を

も
っ
て
従
事
で
き
る
事
務
計
画

の
策
定
と
運
営
を
求
め
ま
す
。

全
国
税
は
１１
月
２１
日
に
、星
野
国
税
庁
長
官
に
対
し
て
、

「
確
定
申
告
期
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
連
は
局
長
に
、
分
会
は
署
長
に
対
し
て
も
、

同
様
の
要
求
書
を
提
出
し
ま
す
。

確定申告期に関する要求書（抜粋）
〇局・署、挙署一体体制を確立し、局員応援の増員、調査事務の中断、非常勤
職員の確保で十分な要員を確保すること。また、非常勤職員に関する予算を
増額すること。

〇超過勤務を前提とした計画策定は行わないこと。超過勤務手当を完全支給す
ること。計画を超えた超過勤務が生じた場合は、追加の予算措置を講じるこ
と。

〇「全省庁一斉定時退庁日」、及び「一斉定時退庁日（リフレッシュ・フライ
デー）」を完全に実施すること。

〇閉庁日対応をやめること。閉庁日対応を強行する場合には、①出勤は職員一
人１回とすること。②出勤強制をしないこと。③超勤をさせないこと。④振
替日は出勤日の直近として必ず取らせること。⑤業務の範囲の拡大をしない
こと。

〇相談会場で納税者を長時間立ちっぱなしの状況にしないように、事前に椅子
などの準備をすること。

〇受付、収受、相談業務は立ちっぱなしを止めること。少なくとも半日交替と
すること。いつでも休憩できる体制（場所、交代要員など）も整えること。

〇被災地署への対応
（１）被災地で勤務するすべての職員の健康と労働環境を守ること。そのため、

人員の配置については局員の派遣や法人の応援等、弾力的に対応できる体
制にすること。仮に宿泊が必要な応援を実施する場合は、１人１回１週間
として、宿泊場所を確保して行うこと。

（２）申告相談は着座による１対１の相談とし、また、被害額の算定は簡便法に
よるなど、相談時間の短縮をはかり、被災者に寄り添った税務行政が行わ
れるようにすること。

（３）被災者の確定申告期前の相談は個人課税部門で対応すること。

不
補
充
の
撤
廃
を

【
全
国
税
】

行
（
二
）
職

員
の
定
員
削
減
を
行
わ
な
い

こ
と
。
ま
た
、
行
（
二
）
不

補
充
政
策
の
撤
廃
を
求
め
る

こ
と
。

【
当
局
】

厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
昭
和
５８
年
５
月

の
閣
議
決
定
の
方
針
に
よ

り
、
民
間
委
託
等
の
合
理
化

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
全
国
税
】

あ
ま
り
に
古

い
閣
議
決
定
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
行
（
二
）
職
員
の
こ

れ
以
上
の
削
減
を
止
め
て
ほ

し
い
。

昇
格
水
準
の

抜
本
的
な
改
善
を

【
全
国
税
】

用
務
員
の
３

級
昇
格
水
準
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

【
当
局
】

昇
格
に
つ
い
て

は
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
適
正
に
実
施
し
て
い

る
。

【
全
国
税
】

不
補
充
政
策

に
よ
り
新
し
い
職
員
は
い
な

い
。
退
職
金
に
役
職
手
当
を

付
す
に
は
３
級
に
な
っ
て
１

２
０
ヶ
月
な
け
れ
ば
付
か
な

い
。
処
遇
の
改
善
を
お
願
い

し
た
い
。

本
来
業
務

軽
視
は
や
め
よ

【
全
国
税
】
あ
る
署
で
は
、

運
転
手
さ
ん
の
洗
車
も
そ
こ

そ
こ
に
、
総
務
の
仕
事
を
し

て
く
れ
と
言
う
指
示
が
出
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
キ
ズ

や
汚
れ
か
分
か
ら
な
い
も
の

で
も
洗
車
さ
れ
て
い
れ
ば
判

明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
来

業
務
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

だ
。
事
故
防
止
の
た
め
に
も

大
切
で
あ
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
下
が
る
。
生
き
生
き

と
働
け
る
職
場
に
し
て
欲
し

い
。ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を

行
わ
な
い
こ
と

【
全
国
税
】

行
（
二
）
職

員
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
や
め
る
こ
と
。

【
当
局
】

様
々
な
研
修
を

行
っ
て
き
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
局
長
会
議

を
通
じ
て
も
言
っ
て
い
る
。

【
全
国
税
】

全
国
で
相
談

員
に
行
（
二
）
職
員
は
い
る

の
か
？
い
る
と
す
れ
ば
何
名

か
？

【
当
局
】

今
手
元
に
資
料

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

【
全
国
税
】

い
な
い
と
な

れ
ば
問
題
だ
。

◎
差
別
・
分
断
発
令
を
是
正
し
、経
験
年
数

を
尊
重
し
て
、
当
面
次
の

基
準
を
み

た
し
た
者
全
員
を
昇
格
さ
せ
る
こ
と
。

と
り
わ
け
青
年
に
つ
い
て
は
若
い
う

ち
の
差
別
を
や
め
、
同
期
同
年
採
用
者

は
同
時
に
発
令
す
る
こ
と
。

〇
５
級
昇
格
…
普
通
科
５７
期
・
国
専
３３

期
。

〇
４
級
昇
格
…
普
通
科
６０
期
・
国
専
３６

期
。

〇
３
級
昇
格
…
普
通
科
６６
期
・
国
専
４２

期
以
前
。

〇
２
級
昇
格
…
普
通
科
７１
期
以
前
。

◎
特
研
生
、府
省
間
配
転
者
、普
通
科（
Ⅱ
）

採
用
者
、
社
会
人
経
験

採
用
者
…
賃

金
格
付
け
を
是
正
し
、
普
通
科
・
国
専

採
用
者
と
同
等
の
昇
任
・
昇
格
発
令
。

１１
月
８
日
「
行
（
二
）
職
員
の
処
遇
と
労
働
条
件
の
改

善
を
求
め
る
」
統
一
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
同
日
行

（
二
）
職
員
の
課
題
で
、
国
税
庁
（
今
井
総
二
係
長
）
と

交
渉
を
行
い
、
８
名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

要求書を提出する寺坪さん（東海地連）

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
は
８
月
末

現
在
で
１３
・
９

％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
▼
２
０

２
１
年
３
月
か
ら
共
済
組
合

員
証
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
利
用
さ
れ
る
予
定

だ
▼
１０
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
状
況
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
▼
そ

れ
も
複
数
回
メ
ー
ル
送
信
で

促
さ
れ
る
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
も
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
も
任
意
の
は
ず
だ

が
、
強
制
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
職
員
も
少
な
く
な

い
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
の
大
量

の
情
報
漏
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
▼
誰
も
が

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共

済
組
合
員
証
だ
が
扶
養
親
族

も
含
め
て
個
人
情
報
漏
え
い

の
危
険
が
大
き
い
▼
大
き
な

リ
ス
ク
を
抱
え
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
向
上

あ
り
き
の
愚
策
は
や
め
る
べ

き
だ
。

行（二）職員の処遇
改善を求め交渉
行（二）職員の処遇
改善を求め交渉

１人の死亡者も病人も出させない確申期と
被災者に寄り添った申告相談体制をとれ！
１人の死亡者も病人も出させない確申期と
被災者に寄り添った申告相談体制をとれ！

上
期
発
令
要
求
基
準
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ウ
ン
億
円
が
目
標

【
東
海
地
連
】

時
代
遅
れ
の
全
員
公
募

【
東
北
地
連
】

１１
月
７
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
１
５
０
０
名
の
仲
間
が
結
集
し
、
国

民
春
闘
共
闘
・
全
労
連
・
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
の
主
催
で
秋
季
年
末
闘
争
の
諸

要
求
実
現
を
求
め
て
「
１９
秋
季
年
末
闘
争
１１
・
７
中
央
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
税
か
ら
は
、
東
北
・
関
信
・
東
京
・
東
海
・
四
国
の
各
地
連
か
ら
６
名
の
組

合
員
が
参
加
。
財
務
省
・
厚
生
労
働
省
前
行
動
や
、
総
決
起
集
会
、
国
会
請
願
デ
モ

に
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
全

労
連
の
小
田
川
義
和
議
長

は
、
相
次
ぐ
台
風
災
害
な
ど

へ
の
お
見
舞
い
を
述
べ
、
災

害
時
の
対
応
を
労
働
組
合
と

し
て
も
検
討
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
も
日
本
の
格
差
が

大
き
く
な
り
暮
ら
し
が
き
び

し
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
大
企
業
優
遇
よ
り

国
民
生
活
の
暮
ら
し
優
先

を
。軍
事
費
よ
り
社
会
保
障
、

格
差
と
貧
困
の
是
正
を
。
改

憲
も
緊
迫
し
て
い
る
。
何
と

し
て
も
阻
止
を
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

全
労
連
の
野
村
幸
裕
事
務

局
長
が
情
勢
報
告
を
行
い
、

「
み
な
さ
ん
の
た
た
か
い
が
、

要
求
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て

い
る
。最
低
賃
金
も
東
京
、神

奈
川
で
１０
月
か
ら
１
０
０
０

円
を
超
え
た
が
、
生
活
で
き

る
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

よ
う
。
地
域
医
療
構
想
は
医

療
も
地
域
も
崩
壊
さ
せ
る
も

の
。
国
会
に
求
め
ら
れ
る
の

は
国
民
生
活
を
守
る
政
策
を

つ
く
る
こ
と
。
引
き
続
き
奮

闘
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
閉
会
挨
拶
と
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
国
民
春
闘
共
闘

の
砂
山
代
表
幹
事
が
行
い
、

終
了
後
、国
会
請
願
デ
モ（
左

写
真
）
を
行
い
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
前
に
「
教
育

予
算
の
充
実
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
労
働
条
件
引
き
上

げ
に
つ
な
が
る
予
算
の
確

保
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
せ
よ
」
財
務
省
前
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
主
催
者

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
公
務
部

会
代
表
委
員
の
小
畑
雅
子
全

教
中
央
執
行
委
員
長
は
、
台

風
な
ど
の
被
害
に
対
す
る
お

見
舞
い
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
興
に
と
り
く
ん
で
い

る
公
務
労
働
者
を
激
励
し
、

多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対

応
に
は
公
務
員
の
増
員
が
必

要
。
公
務
職
場
、
教
員
を
増

や
す
た
め
の
予
算
を
財
務
省

は
確
保
せ
よ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
公
務
労
組
連
絡
会
の
秋

山
事
務
局
長
が
情
勢
報
告
を

行
い
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
、

３
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
の

の
ち
、
財
務
省
に
向
か
っ
て

『
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
せ
よ
』
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
賃
金
や
労
働
条

件
を
定
め
る
「
一
般
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」が
、

１１
月
１５
日
、
参
議
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

月
例
給
は
平
均
３
８
７

円
、
一
時
金
は
０
・
０５
月
分

改
善
さ
れ
ま
す
。
官
民
共
同

で
運
動
を
積
み
重
ね
て
き
た

成
果
で
す
。

一
方
、
最
低
賃
金
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
初

任
給
の
時
間
単
価
８
９
７
円

は
最
低
賃
金
の
全
国
加
重
平

均
９
０
１
円
に
届
か
な
い
実

態
が
あ
り
ま
す
。
（
国
公
労

連
調
査
）
最
低
賃
金
の
趣
旨

か
ら
、
非
常
勤
職
員
の
時
給

を
含
め
、改
善
を
求
め
ま
す
。高橋委員長と全国からの参加者

（
組
）
あ
る
署
の
筆
頭
副

署
長
は
個
人
・
資
産
税
の

部
門
研
修
で
「
今
年
は
個

人
・
資
産
と
も
○
億
円
が

目
標
だ
」
と
発
言
し
て
い

る
。
こ
の
発
言
は
不
適
切

で
は
な
い
の
か
。

（
当
）
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

の
発
言
は
承
知
し
て
い
な

い
が
、
ノ
ル
マ
の
強
要
は

し
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

（
組
）
一
昨
年
は
課
税
一

部
長
が
関
信
局
並
み
に
件

数
を
増
や
せ
と
い
い
、
昨

年
は
個
人
課
税
課
長
が

「
量
も
質
も
」
と
発
言
し

て
い
る
。
今
年
も
個
人
課

税
課
長
が「
一
日
あ
た
り
、

一
件
あ
た
り
」
の
数
字
を

強
調
し
て
い
る
。
局
や
署

の
幹
部
が
数
字
の
ノ
ル
マ

を
課
し
、
現
場
を
苦
し
め

て
い
る
。

（
当
）
個
々
の
事
案
に
応

じ
た
適
切
な
指
示
を
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
組
）
「
関
信
局
並
み
の

件
数
を
」
と
い
う
発
言
は

弾
力
的
な
運
営
と
は
相
い

れ
な
い
。

（
当
）
弾
力
的
な
運
営
を

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

（
組
）
か
ん
ぽ
生
命
で
は

過
剰
な
ノ
ル
マ
が
不
適
切

な
契
約
を
生
む
土
壌
と
な

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
国
税
の
職
場
も
見
直

し
て
ほ
し
い
。

全
国
税
は
、
①
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
共
済
組

合
保
険
証
化
を
行
わ
な
い

こ
と
、
②
２
０
１
９
年
人

勧
の
早
期
実
施
、
③
再
任

用
制
度
の
存
続
と
定
年
延

長
を
基
本
と
し
た
雇
用
と

年
金
の
接
続
、
④
常
勤
職

員
の
再
採
用
時
の
公
募
廃

止
と
無
期
転
換
へ
の
適

用
、
の
四
点
を
要
求
し
ま

し
た
。
局
長
の
④
の
回
答

は
、
国
公
法
の
規
定
で
あ

り
、
当
局
独
自
で
の
対
応

は
で
き
な
い
、
と
い
う
内

容
で
し
た
。

こ
の
回
答
に
対
し
、
塩

谷
委
員
長
は
、
「
再
採
用

時
の
公
募
廃
止
を
要
求
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て

お
く
。
非
常
勤
を
め
ぐ
る

情
勢
は
、
公
務
も
民
間
も

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

障
が
い
を
持
つ
職
員
の
雇

用
も
あ
る
な
か
で
、
公
務

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
前
近

代
的
な
雇
用
関
係
を
維
持

す
る
の
は
時
代
錯
誤
だ
」

と
、
要
求
実
現
を
迫
り
ま

し
た
。

１１
／
１５
給
与
法
が
成
立

１１
／
１５
給
与
法
が
成
立

人勧早期実施！超過勤務縮減、非常勤職員の安定雇用、定年引き上げを早期に実現を！
１９秋季年末闘争１１・７中央行動を実施！１９秋季年末闘争１１・７中央行動を実施！

初
任
給
を
引
き
上
げ
て
も
最
低
賃
金
以
下
？

財務省前要求行動

全
国
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
式Tw

itter

を
開
設
し
ま
し
た


